
 

第２次熊谷市環境基本計画（改訂版）（案） 

及び第２次熊谷市環境基本計画（改訂版）別冊 資料編（案） 

に対する意見及び市の考え方 

 

１ 意見募集期間 

  令和５年１２月２０日（水曜日）から令和６年１月２２日（月曜日）まで 

 

２ 意見の提出者数及び意見の件数 

  提出者数    ３名 

  意見の件数  １２件 

 

３ 意見の概要及び市の考え方 

該当箇所 意見の概要 市の考え方 

P7 

熊谷市脱

炭素ロー

ドマップ

全体 

熊谷市の日照時間及び快晴日数

は全国と比較してもトップクラ

スであり、温暖化対策のための

太陽光発電の設置場所に恵まれ

た土地であると思います。太陽

光発電には、森林伐採などの負

の側面もありますが、調整や管

理をしっかり行えばカーボンニ

ュートラルの実現も現実的であ

ると考えています。 

熊谷市では、市街地での太陽光

発電の利用が遅れていると感じ

ており、公共施設・学校・幼稚

園・工場などに太陽光発電を増

設することは可能であると思い

ます。 

熊谷市を「太陽光発電の街」と

して PRできるようにしてほし

いです。 

太陽光発電の利用促進は、カ

ーボンニュートラルを達成す

る上で非常に重要な課題であ

ると認識しています。 

市有施設等への太陽光発電の

増設については、建物の老朽

化、屋根の耐久やアセットマ

ネジメントの課題があります

が、設置可能な施設等は進ん

でいる状況です。 

熊谷市太陽光発電設備の適正

な設置等に関する条例に基づ

き、適切な管理を求めるとと

もに、太陽光発電設備の更な

る普及に努めてまいります。 

P7 

熊谷市脱

炭素ロー

ドマップ

木の緑こそが暑さ対策に最も効

果のあるものだと考えており、

熊谷市は他の街と比較し緑が少

ないと感じられるため、公園な

緑の基本計画を基に、公園や

緑地の整備を進めています。

いただいたご意見を参考に市

内の公園においても、暑さ対



 

全体 どに多くの木を植えてほしいで

す。「暑さ対策プロジェクトチ

ーム」を設置し、暑さに対する

新たな対策と活用策の調査・研

究及び企画・立案を行っていま

すとありますが、これまでの対

策は目先、小手先の対策になっ

ていると思います。5年 10年を

見越した対策としては、緑あふ

れる市街地、公園が必要である

と考えています。 

策も含め市民の身近にある憩

いや自然とのふれあいの場と

なるように、引き続き緑化推

進を図ってまいります。 

また、本市はスマートシティ

宣言を行っており、その柱の

ひとつとして暑さ対策スマー

トパッケージを次年度以降も

進めていく方針です。引き続

き暑さ対策を進めてまいりま

す。 

P38 

取組方針

２再生可

能エネル

ギーの導

入促進 

取組方針２再生可能エネルギー

の導入促進の中で、「廃食用油

のリサイクル」はどのように進

めるのか。 

平成２０年度から、熊谷市リ

サイクル活動推進奨励金制度

の対象品目に廃食用油を追加

しました。回収された廃食用

油は、市内の廃油再生事業者

にてバイオディーゼル燃料と

して再生され、軽油の代替燃

料として使用されます。 

今後も、廃食用油を資源とし

て回収、有効活用し、地球温

暖化防止対策や河川の水質浄

化に努めてまいります。 

P38 

取組方針

２再生可

能エネル

ギーの導

入促進 

取組方針２再生可能エネルギー

の導入促進について、木質バイ

オマスは、発電用には一部民間

で利用されていると思うが、石

炭代替の燃料としてストーブや

ボイラー等に利用している事例

なら近隣にあるため、木質バイ

オマスの検討を入れてほしい。 

第４章基本施策において、地

中熱、工場排熱、下水熱など

の未利用エネルギー、燃料電

池、水素・アンモニアの活

用、次世代燃料、バイオディ

ーゼル燃料等の情報を収集す

るとともに、市の施設等での

利用の検討、市民・事業者へ

の情報提供を行うこととして

います。木質バイオマスにつ

いても同様に、情報収集等に

努めてまいります。 

 



 

P39 

取組方針

３脱炭素

なライフ

スタイル

の推進 

取組方針３脱炭素なライフスタ

イルの推進の５）ビジネススタ

イルの脱炭素化について、クー

ルスポットの創出に協力とある

が、具体的にはどのようなこと

か。 

クールシェアスポットを熊谷

市公式 LINEアプリ「クマぶ

ら」から確認できるようにし

たり、打ち水大作戦を後援す

るなどしてまいります。 

P40 

取組方針

７脱炭素

型交通シ

ステムへ

の転換 

取組方針７脱炭素型交通システ

ムへの転換の中の自転車シェア

リングの導入推進、利用とある

が、具体的にはどのようなこと

か。 

シェアサイクリング事業を事

業者と協力し、利用者を増や

すことで脱炭素と同時に来街

者へ熊谷市の魅力を伝えるよ

う今後検討をしてまいりま

す。 

P44-P45 

施策の体

系 

施策の体系として、目標から方

針と基本施策が左右見開きにな

るようにレイアウトと整えても

らいたい。 

左右見開きとなるようレイア

ウトを整えました。 

P53 

環境指標

No.312

「地産地

消農家

数」 

妻沼小学校では、教育の一環と

して子どもたちに野菜づくりを

学ばせて、将来の担い手を育

て、また、学校給食を出口戦略

として、安定供給を目指す取り

組みがあります。 

環境にも人にも配慮された物を

地産地消で賄う仕組みは、本件

の目的に合致しており、市のモ

デルとして広めたほうがよい取

り組みであると思います。 

農産物の地産地消は、地域の

農業を経済的に支え、耕作地

の適切な管理にもつながると

ともに、輸送時に発生する温

室効果ガスの削減にもつなが

ります。地産地消を推進し、

脱炭素型まちづくりを目指し

てまいります。 

P54 

環境目標

Ⅳ「環境

保全・創

造に寄与

する人を

育てま

す」 

 

環境目標Ⅳ「環境保全・創造に

寄与する人を育てます」の方法

として、これまでの出前講座に

加え、立正大学の協力を得てメ

ールや動画配信など多様な学習

機会を提供することとしてはい

かがか。 

ご意見として参考とさせてい

ただきます。 



 

P82 

施策①環

境団体や

地域での

環境活動

の支援 

施策①環境団体や地域での環境

活動の支援として、川越市の

「かわごえ環境ネット」を参考

にされてはいかがか。 

ご意見として参考とさせてい

ただきます。 

P126-P127 

計画の推

進 

市民事業者の協働の取組を推進

する体制はありますか。また、

環境管理委員会の活動状況を教

えてください。 

第４章 基本施策の基本方針

Ⅱ-３に記載のとおり、エコ

ライフフェアをはじめとし

た、環境保全活動の発表会な

どのイベントを開催し、市

民、企業及び環境保全団体の

交流と協力を促しています。

また、「熊谷市産学官連携に

関する基本協定書」に基づ

き、市内企業や立正大学と協

働して、環境問題、地球温暖

化対策、ヒートアイランド現

象への対策等の研究を推進し

ています。 

環境管理委員会では、毎年発

行している環境白書の環境指

標と進捗状況の評価や、現状

と課題の内容の妥当性の検討

を行っております。 

概要版 温暖化対策について、財政的な

問題を含め、様々な課題があり

ますが、環境基本計画が絵に描

いた餅にならないよう、実現可

能な具体的な政策策定をしても

らいたいです。 

本計画に基づき、適切に対応

してまいります。 

 


